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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成26年8月7日(2014.8.7)

【公開番号】特開2013-11287(P2013-11287A)
【公開日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2013-003
【出願番号】特願2011-142932(P2011-142932)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ  15/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ  15/36    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月19日(2014.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１対のディスクと、複数のトラニオンと、これら各トラニオンと同数のパワ
ーローラと、同じく同数のスラスト転がり軸受とを備え、このうちの各ディスクは、それ
ぞれが断面円弧形のトロイド曲面である互いの軸方向片側面同士を対向させた状態で、互
いに同心に、相対回転を自在に支持されたものであり、前記各トラニオンは、それぞれの
両端部に互いに同心に設けられた１対の傾転軸と、これら両傾転軸同士の間に存在し、少
なくとも前記各ディスクの径方向に関する内側の側面を、前記両傾転軸の中心軸と平行で
この傾転軸の中心軸よりも前記各ディスクの径方向に関して外側に存在する中心軸を有す
る、円筒状凸面とした支持梁部とを備えたもので、軸方向に関して前記各ディスクの軸方
向側面同士の間位置の周方向に関して複数箇所に、これら各ディスクの中心軸に対し捩れ
の位置にある傾転軸を中心とする揺動変位を自在に設けられており、前記各パワーローラ
は、前記各トラニオンの内側面に、それぞれスラスト転がり軸受を介して回転自在に支持
され、球状凸面としたそれぞれの周面を、前記各ディスクの軸方向片側面にそれぞれ当接
させており、前記各スラスト転がり軸受は、前記各トラニオンの支持梁部と前記各パワー
ローラの外側面との間に設けられたもので、これら各支持梁部側に設けられた外輪と、こ
れら各外輪の内側面に設けられた外輪軌道と前記各パワーローラの外側面に設けられた内
輪軌道との間に転動自在に、それぞれ複数個ずつ設けられた転動体とを備えたものであり
、前記各スラスト転がり軸受の外輪は、これら各外輪の外側面に設けられた凹部と前記各
支持梁部の円筒状凸面とを係合させる事により、これら各トラニオンに対し、前記各ディ
スクの軸方向に関する揺動変位を可能に支持されているトロイダル型無段変速機に於いて
、前記トラニオンと前記外輪との間に、くさび型部材を設けている事を特徴とするトロイ
ダル型無段変速機。
【請求項２】
　前記くさび型部材には、前記トラニオンの支持梁部の円筒状凸面と係合する部分円筒面
状の凹部と、前記スラスト転がり軸受の外輪の径方向端面に設けられた傾斜面と当接する
、前記トラニオンの支持梁部の中心側からその端側に向かうにつれて支持梁部から離れる
ように傾斜した傾斜面と、前記トラニオンの段差面と当接する当接面が設けられているこ
とを特徴とする請求項１に記載のトロイダル型無段変速機。
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